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グルタチオン製剤

承 認 番 号 21900AMX00007000
薬 価 収 載 2007年６月
販 売 開 始 1967年１月
再評価結果 1984年６月

〔貯法〕
室温保存
（溶解後は冷所（１～15℃）保存）
〔使用期限〕
ケース等に表示（製造後３年）

【組成・性状】
販　売　名 タチオン点眼用２％
１組中 有効成分 添加物

凍結乾燥剤
１バイアル 日局　グルタチオン100mg

炭酸水素ナトリウム、
ベンザルコニウム塩化
物 、 マ ク ロ ゴ ー ル
6000、亜硫酸水素ナト
リウム、エデト酸ナト
リウム水和物

溶解液
５mL ̶ ベンザルコニウム塩化

物、ホウ酸

剤形・性状

本剤は凍結乾燥剤と溶解液からなり、これらを
用時溶解したとき無色澄明な点眼液となる。
凍結乾燥剤
（ガラス製バイアルに封
入）

白色の凍結乾燥品

溶解液
（プラスチック製の点眼
剤用容器に封入）

無色澄明の液

【効能・効果】
初期老人性白内障、角膜潰瘍、角膜上皮剥離、角膜炎

【用法・用量】
溶解液５mL当たり還元型グルタチオンとして100mgを用時溶
解し、１回１～２滴を１日３～５回点眼する。

【使用上の注意】
１． 副作用
総症例1,598例中、本剤との関連が疑われる副作用発現症例
数は30例（1.9％）であった。その主なものは点眼時の刺激
感、そう痒感、結膜充血等であった。

0.1～５％未満 0.1％未満

眼注）
刺激感 そう痒感、結膜充

血、一過性の霧視
等

注） このような症状があらわれた場合には投与を中止する
こと。

２． 適用上の注意
（1） 点眼用にのみ使用すること。
（2） 溶解後は出来るだけ速やかに使用すること。（４週間以

内）

【薬物動態】
〈参考〉
吸収、分布、代謝、排泄（動物）
35S-標識のグルタチオン点眼の家兎眼への移行を、無処置群、
角膜損傷群、実験的白内障群について検討した成績は、オー
トラジオグラフにより各群とも、角膜、前房、虹彩、強膜に
強い放射活性を認め、特に角膜損傷群で強い活性を示した。
水晶体前嚢には各群とも弱いながらも活性が認められた。ま
た、部位により多少の変動はあるが、点眼15～30分で最高活
性を示し、以後漸減した。この放射性物質は、カラムクロマ
トグラフィーでグルタチオンそのものであって、代謝産物で
ないことが認められた。水晶体への移行量は、実験的白内障
群及び角膜損傷群で無処理群より高い値が得られた。1）

＊＊ 【臨床成績】
疾患名 有効率（有効以上）

初期老人性白内障 82.3％（555/674）
比較対照試験の結果2）、有用性が
認められている。なお、白内障
の経過についての定量的解析に
基づく臨床評価法により客観的
な判定が試みられて、有用性が
認められている。3）

角膜疾患（角膜潰瘍、
角膜上皮剥離、角膜炎） 66.3％（612/923）

【薬効薬理】
１． 生化学的作用
グルタチオンには、生化学的作用として、酸化還元反応へ
の関与、補酵素としての作用、メルカプツール酸生成その
他の解毒機構への関与、SH酵素又はその他の細胞成分の保
護作用等が報告されている。4）

２． 視覚器とグルタチオン
（1） 正常眼組織中のグルタチオン分布

哺乳類を始めとして魚類に至るまで、脊椎動物は共通的
に眼、特に、水晶体中のグルタチオン濃度が極めて高
く、血液中の数十倍、肝臓中の約２倍に達するといわれ
ている。眼球内組織毎のグルタチオン分布について、グ
ルタチオンと銅の錯塩の発する蛍光強度の程度に応じて
（＋＋＋）～（－）に区別して表示すると下表に掲げると
おりである。5）水晶体や角膜にグルタチオンが高濃度に存
在する意義については、その両組織の透明性の維持にあ
ると言われている。

部　位　別 分　布

水晶体 皮　質 ＋＋＋
核 ＋＋

角　膜 上　皮 ＋＋
実　質 ＋

毛様体上皮 ＋＋
房　　　水 －
硝　子　体 －
網 膜 内 層 ＋＋
視　　　束 ＋＋＋

（2） 白内障に対する作用
水晶体の混濁を主症状とする白内障の成因とグルタチオ
ンは重大な関係を有しており、いずれの実験的白内障
（兎のナフタリン白内障6）、ラットのガラクトース白内
障7）、幼鶏のジニトロフェノール白内障8）、牛のβ-ナフ
トキノン白内障9）、ラットの放射線白内障10）等）におい
ても、白内障の発症に先立って水晶体中のグルタチオン
量の減少や、水晶体中でのグルタチオン合成酵素の活性
低下が立証されており、グルタチオンの投与により発症
を防止したり、進行を防止出来ることが報告されている。

（3） 角膜に対する作用
角膜におけるコラーゲンの合成の促進と、コラーゲンを
分解する酵素コラーゼの活性阻止にグルタチオンが関与
しているとされている。角膜潰瘍の発生因子としてコ
ラーゼが指摘されていることからも、角膜中のグルタチ
オン量の低下は、角膜機能の低下を示すものと考えられ
る。実験的に発症させた角膜障害等（卵白アルブミンに
よる家兎アレルギー性角膜炎11）、農薬による眼障害12）、
放射線性角膜炎13））において角膜中グルタチオン量の低
下と角膜障害の程度並びに経過の関係が明らかになり、
グルタチオンの投与が障害を軽減させたり、回復を促進
することが報告されている。

（点眼用グルタチオン）

タチオンⓇ

点眼用2％
TathionⓇ

2%  for Ophthalmic



【有効成分に関する理化学的知見】
一般名： グルタチオン（Glutathione）
化学名： （2S）-2-Amino-4-［1-（carboxymethyl）carbamoyl-

（2R）-2-sulfanylethylcarbamoyl］butanoic acid
分子式：C10H17N3O6S
分子量：307.32
融　点：約185℃（分解）
構造式：
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性　状： グルタチオンは白色の結晶性の粉末である。水に溶
けやすく、エタノール（99.5）にほとんど溶けない。

【包装】
タチオン点眼用２％
（凍結乾燥剤１バイアル、溶解液５mL）×10
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